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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
み
な

さ
ん
、
元
気
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

み
な
さ
ん
に
う
れ
し
い
お
知

ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
12
月

20
日
の
堺
市
議
会
本
会
議
で

「
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
補
助
制
度
創
設
の
国
へ
の
意

見
書
」
が
大
阪
維
新
会
派
以
外

の
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
指
定
都
市
で
は
、
静
岡
市
、

京
都
市
に
次
い
で
３
番
目
の
採

択
で
す
。
国
へ
の
意
見
書
採
択

は
大
き
な
前
進
で
す
。
年
金
者

組
合
の
粘
り
強
い
取
り
組
み
が

結
実
し
ま
し
た
。
次
は
国
の
制

度
実
現
ま
で
、
堺
市
で
の
補
助

制
度
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

物
価
高
騰
に
暮
ら
し
の
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

負
担
能
力
を
は
る
か
に
超
え
た

国
保
料
、
介
護
保
険
料
…
。

今
こ
そ
、
カ
ジ
ノ
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
巨
額
の
税
金
を
つ
ぎ

込
む
万
博
は
中
止
し
て
、
福
祉

と
暮
ら
し
に
ま
わ
せ
の
声
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
万
博
よ
り
命
、

暮
ら
し
優
先
を
。
今
年
も
、
平

和
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

健
康
に
留
意
し

な
が
ら
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

堺
北
支
部
長

林
洋
司

新春のつどい

１月２６日(金) ２～４時
市民センター２Ｆ
出し物・トークなど

２月のおしゃべりカフェ

上海バンスキング

２月７日(水) 10～12時

市民センター２Ｆ

２０２４年の 日の出 米田 篤子 撮影

「
年
女
」
の
原
稿
の
依

頼
に
目
が
さ
め
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
70
才
と
い

う
古
希
を
過
ぎ
て
も
大
き

な
声
で
言
え
て
な
か
っ
た

の
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
な
ん
時

も
素
直
に
現
実
を
受
け
止

め
て
行
く
こ
と
を
心
新
た

に
、
辰
年
を
迎
え
ま
す
。

数
年
前
に
始
ま
っ
た
、

時
吉
さ
ん
の
ご
指
導
で
の

太
極
拳
が
日
々
の
楽
し
み

と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
に
感

謝
で
す
。
ま
た
、
サ
ー
ク

ル
と
し
て
認
め
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
、
仲
間
が
増
え

て
、
楽
し
さ
が
倍
増
で
す
。

時
吉
リ
ー
ダ
ー
も
年
男
と

い
う
こ
と
で
、
心
強
い
年

明
け
で
す
。

最
近
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

か
ら
脱
し
て
世
界
中
が
平

和
に
な
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

岩
本
明
子

１
９
４
０
年
辰
年
の
１

月
、
南
国
鹿
児
島
で
こ
の

世
に
生
を
受
け
、
来
年
２

０
２
４
年
７
回
目
の
辰
年

を
迎
え
る
私
で
す
。
十
二

支
に
つ
い
て
は
色
々
な
説

が
あ
る
ら
し
く
、
神
様
が

あ
る
年
の
元
旦
に
動
物
を

集
め
、
レ
ー
ス
を
さ
せ
、

ゴ
ー
ル
し
た
順
番
で
十
二

支
が
決
ま
っ
た
と
云
う
説
。

辰
は
そ
の
中
で
た
だ
１

つ
の
空
想
上
の
動
物
で
、

５
番
目
に
到
着
し
た
そ
う

で
す
。
「
辰
年
生
ま
れ
の

人
の
性
格
は
こ
う
だ
」
と

か
、
「
他
の
干
支
の
人
と

の
相
性
は
？
」
な
ど
、
考

え
た
ら
き
り
が
な
い
の
で

「
年
男
」
の
こ
と
は
意
識

せ
ず
、
マ
イ
ペ
ー
ス
、
自

然
体
で
行
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

時
吉
行
春

会員のお二人

の方に声を寄

せていただき

ました。

人
間
ど
う
し
は

逢
っ
た
と
き
が

正
月
だ

山
本
周
五
郎

山
本
周
五
郎

の
名
言
俳
句
。

ガ
ザ
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の

攻
撃
中
止
を
！

大泉緑地の紅葉橋近くから池を

挟んで日の出を待ちました。二上

山からお日様があがりました。

１月２日７時20分



指
揮
者
の
ス
ポ
ル
ク
は
、

深
刻
な
対
立
が
続
く
パ
レ
ス
チ

ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
両
国
の
若
者

た
ち
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
編
成

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
く
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
引
き
受
け
る
。
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
経
て
、
20
人
以
上
の

若
者
た
ち
が
選
ば
れ
る
が
、
彼

ら
は
パ
レ
ス
チ
ナ
陣
営
と
イ
ス

ラ
エ
ル
陣
営
に
分
か
れ
て
憎
悪

を
ぶ
つ
け
合
い
、
衝
突
を
繰
り

返
す
。

若
者
た
ち
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

重
ね
、
少
し
ず
つ
歩
み
寄
り
、

互
い
を
理
解
し
、
心
の
壁
を
溶

か
し
て
ゆ
く
。
特
に
パ
レ
ス
チ

ナ
人
の
オ
マ
ル
と
イ
ス
ラ
エ
ル

人
の
シ
ー
ラ
は
民

族
を
超
え
て
、
互
い
に
惹
か
れ

合
っ
て
い
く
。
コ
ン
サ
ー
ト
前

日
も
波
乱
。
罵
倒
し
あ
い
最
悪

の
事
態
に
…
。
、
そ
の
中
で
、

憎
悪
や
攻
撃
は
何
も
生
ま
な
い

と
気
づ
き
、
ボ
レ
ロ
の
感
動
的

な
演
奏
が
生
ま
れ
る
…
。

☆

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

チ
ナ
の
対
立
、
そ
の
中
で
も

「
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
つ
く
る
指
揮
者
や
若

者
の
奮
闘
。
心
一
つ
に
空
港
で

ボ
レ
ロ
の
音
楽
が
響
き
、
熱
い

思
い
に
な
っ
た
。
益

あ
や
子

☆
平
和
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
た
若
者
た
ち
。
指
揮
者
の

「
音
楽
を
作
ろ
う
」
と
の
粘
り

強
い
指
導
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
は

開
け
な
か
っ
た
が
、
争

い
を
乗
り
越
え
た
ラ
ス

ト
の
協
奏
は
、
素
晴
ら

し
く
感
動
し
ま
し
た
。

片
平

薫

☆

今
日
の
「
ク
レ
ッ

シ
ェ
ン
ド
」
、
凄
い
映

画
や
っ
た
な
あ
ー
！
言

葉
も
出
な
い
ほ
ど
感
動

し
ま
し
た
。
「
憎
し
み

の
連
鎖
」
を
断
ち
切
ら
な
い
と

平
和
は
や
っ
て
来
な
い
と
平
和

主
義
者
（
私
も
含
む
）
は
、
言

葉
や
頭
で
分
か
っ
て
い
て
も
、

何
世
代
に
も
わ
た
り
国
と
国
と

が
迫
害
や
残
虐
非
道
行
為
で
憎

し
み
合
っ
た
身
体
に
沁
み
込
ん

だ
澱
の
よ
う
な
も
の
は
、
島
国

で
ぬ
く
ぬ
く
と
生
き
て
来
た
日

本
人
に
は
、
到
底
理
解
出
来
な

い
憎
し
み
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

!
ま
た
言
葉
の
壁
で
人
間
を
理

解
し
合
え
ず
不
幸
を
招
い
て
い

る
こ
と
も
多
々
有
り
ま
す
。
で

も
、
こ
の
映
画
で
、
希
望
の
み

ち
を
示
し
て
く
れ
た
の
は
、
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
で
演
奏
さ
れ
た
ラ

ベ
ル
作
曲
「
ボ
レ
ロ
」
で
す
！

東
洋
と
西
洋
の
文
化
が
合
体

し
て
で
き
た
こ
の
曲
の
よ
う
に
、

私
は
す
べ
て
の
人
間
が
い
つ
か

平
和
に
暮
ら
せ
る
世
界
に
な
れ

ば
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

辻

定
子

☆
い
い
映
画
で
し
た
。
私
は
、

若
い
こ
ろ
イ
ラ
ク
の
キ
ル
ク
ー

ク
と
い
う
所
に
あ
る
病
院
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
時
ク
ル
ド
人

が
病
院
の
建
物
に
銃
撃
を
し
ま

し
た
。
私
は
初
め
て
の
銃
の
弾

が
火
の
玉
に
な
る
の
を
経
験
し

ま
し
た
。
戦
争
反
対
！

平
和

の
国
日
本
！

森
野
泰
次

昨
年
も
、
と
っ
て
も
元
気
で

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
て

感
謝
し
て
い
る
。

年
末
、
知
り
合
い
の
フ
ル
ー

ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
い
た
。

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
教
会
の
中

に
は
、
素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
が
飾
っ
て
あ
っ
た
。
懐
か

し
い
歌
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

め
っ
た
に
聞
く
こ
と
の
な
い
若

者
の
ギ
タ
ー
や
歌
も
あ
っ
た
。

音
楽
を
聞
く
の
は
大
好
き
。

昔
、
労
音
に
入
っ
て
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ

た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

た
。
心
が
温
か
く
な
っ
た
。

周
り
に
い
い
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
て
、
今
年
も
元
気
で
過

ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
守
山
弘
子

１
年
を
振
り
返
る
に
は
、
こ

の
こ
と
を
言
わ
ず
に
は
お
れ
ま

せ
ん
。
第
８
回
大
阪
府
年
金
者

組
合
の
卓
球
大
会
に
お
い
て
、

私
た
ち
卓
球
ク
ラ
ブ
が
男
女
同

時
優
勝
を
果
た
し
た
こ
と
で
す
。

女
子
Ａ
チ
ー
ム
は
大
阪
府
で

は
敵
な
し
の
快
進
撃
で
当
た
り

前
の
よ
う
に
４
連
覇
を
達
成
。

男
子
チ
ー
ム
は

今
年
有
力
選
手
の

加
入
も
あ
り
、
決

勝
ま
で
勝
ち
進
み
、

ダ
ブ
ル
ス
戦
で
、

相
手
チ
ー
ム
に
マ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
ま
で

追
い
込
ま
れ
た
が
、

２
人
の
ね
ば
り
は

も
の
凄
く
１
点
１

点
取
り
返
し
、
激

戦
の
末
逆
転
に
成

功
し
、
念
願
の
優

勝
を
飾
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
全
員
で
優
勝
盾
を
前

に
記
念
写
真
に
収
ま
っ
た
の
で

し
た
。

時
吉
行
春

放
課
後
学
習
サ
ポ
ー
ト
「
ま

な
び
ば
」
を
始
め
て
1
年
が
経

ち
ま
し
た
。
ま
た
年
金
者
組
合

堺
北
支
部
の
三
役
に
加
え
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
何
が
何

だ
か
わ
か
ら
ず
、
あ
た
ふ
た
の

連
続
で
し
た
。
70
歳
を
過
ぎ
れ

ば
、
世
間
で
は
高
齢
者
と
呼
ば

れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
名
に
反

し
て
毎
日
走
り
回
っ
て
い
る
１

年
で
し
た
。
今
年
も
老
い
ら
れ

ず
、
悩
み
多
い
青
春
時
代
な
ん

で
し
ょ
う
ネ
。

金
谷
栄
二

今
月
か
ら
府
本
部
の
新
聞
に

も
健
康
に
関
わ
る
事
を
連
載
始

め
ま
し
た
。
何
か
気
に
な
っ
た

り
、
組
合
員
さ
ん
の
読
後
感
想

な
り
健
康
生
活
の
不
安
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
支
部
委
員
会
と

も
相
談
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
本
美
登
利
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組合費の3月末まで納入にご協力を
日頃、組合員のみなさんには組合費納入につ

き、ご協力をいただきありがとうございます。

組合費は、共済・厚生年金の方は、年金月額

の0.4％（ 高額 900円）、国民年金・無年金、

受給年齢に達していない方は、月額 200円と機

関紙代100円を納入していただいています。

組合費の内、半額は府本部・中央に上納し、

残った半額で支部の活動・行事などの諸費用を

賄っています。 財政担当 岡井秀生

ダブルの優勝盾を囲んで
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新年おめでとうございます。

2023年は、日本は四季ではなく「二季」になって

しまったようでした。12月半ばの急激な気温の低

下がありましたが、体調管理は万全ですか？

気温の変化は自律神経系に影響します。7℃以上

の気温差で起こりやすくなるのが「寒暖差疲労」。

体温調節する自律神経が過剰に働き、倦怠感、冷

え症、頭痛、肩こり、胃腸障害、イライラ、アレ

ルギーなどの様々な症状を引き起こします。

また、特に冬は、自律性体温調節によって、体

温を逃さないように血管が収縮するので、血圧が

上がりやすくなります。血圧が上下する「ヒート

ショック」は何度もここで注意喚起をしましたが、

入浴中が特に要注意です。それに「モーニングサー

ジ」というのもあります。これは、朝目覚める前

後の急激な血圧上昇のことです。布団から飛び起

きずゆっくりと起床を。自律性体温調節機能が衰

えてきている私たち高齢者が心がけることは、しっ

かりと環境温度を整えて生活することです。寒い

野外へ出かけるときには衣服による断熱を。室内

の温度と湿度の目安はそれぞれ20℃、40％以上で

す。寝る前には寝具を温めておくと寝つきがよく

なります。

また、アルコールと塩分を控えながらタンパク

質(肉、魚）やビタミン(野菜）を摂取しましょう。

昼間の適度な運動は良い睡眠につながり、スト

レスを軽減します。スモーカーは

ついでに禁煙にもチャレンジしては？

この一年、誰もが健康で

ありますように。

日 行 事 場 所 時 間

１/２６（金） 新春のつどい 市民センター １３：３０

３１（水） ｢北のもず」原稿締切

２/７（水） おしゃべりカフェ 市民センター １０：００

｢北のもず」校正会議

９（金） 三役会議 市民センター ９：３０

１５（木） 年金支給日宣伝行動 りそな銀行前 １１；００

１６（金） 支部委員会 市民センター １２：３０

〃 介護保険学習会 〃 〃 １４：１５

山本 美登利

家で糸を刺しての手鞠作り、今は編

み物です。一人カラオケもして、外出

苦手です。歌が好きで思いきってバス

２回乗り継ぎ歌声へ。

とても楽しくこれから、他のサーク

ルも…と思えてきました。

初めまして、根っからの大阪生まれの大阪育ち

です。料理をするのが好きで、よもぎ餅、佃煮、

ジャムと手作りしています。

下手ですが、絵を描くのも好きです。こんな私

ですが、沢山の方達と交流出来たらなあと思って

います。よろしくお願い致します。

QRコードで「北のもず」がご覧いただけます。

アドレス kitanomozu.main.jp からも

アクセスできます。カラーできれいですよ！

寺馬 滿里子（中百舌鳥校区）

「もったいない」を無く

しましょう。

このQRコードで、ホーム

ページをご覧ください。

竹内 登志子（光竜寺校区）



北堺パソコンの会
２月１日(木）・８日 １０：００～１７：００

会場：大泉いこい荘 北区新金岡町４丁４番

会費；1回ごとに、300円 定員：30名

※初参加の方は、事前に連絡ください。

連絡先：竹本 ２５３-５１３３

カラオケサークル 基本、第３水曜日

２月２１日（水） 午後２時～５時

会場：歌芳 北区東三国ケ丘５-４-２５

※堺東バス停、８番乗り場、「白鷺駅前」行きに乗り、

「黒土町」で下車。 わかりにくい方は連絡を。

連絡先：飛谷 ０９０-４４９６-７３５３

おきがる料理の会 ※基本、第３月曜日

２月１９日（月） ９時～１２時
会場：サンスクエア堺 会費：５００円

※会員で欠席の方は必ず連絡ください

（材料購入のため）

※新会員の参加をお待ちしています。

連絡先：竹本 ２５３-５１３３

ヘルシークッキングの会

２月２０日（火） ９時～１２時 会費：６００円

会場：サンスクエア堺 ※エプロンと頭巾持参

※初参加と、会員で欠席の方はご連絡を。

連絡先：速水 ２５３-６６６２ ・ ０９０-９１６６-９９４４

うたごえサークル ※基本、第３土曜日

２月２４日（土） 午後２時〜４時 参加費：２００円

会場：サンスクエア堺 Ｂ棟地下 第５会議室

※お茶を用意しています。
連絡先：飛谷 ０９０-４４９６-７３５３

囲碁サークル

２月６日（火） ・ ２０日（火） 午後１時～５時

会場：新金岡市民センター 会費：１００円

連絡先：小林 ２２７-７０３６

折り紙の会 ※基本、第４水曜日
２月２８日（水） 午後１時３０分～

会場：サンスクエア堺 会費：２００円

連絡先：森 ２３７-９４５６

絵手紙の会 ※基本、第２水曜日

２月１４日（水） １０時～１２時 会費：２００円

会場：サンスクエア堺 連絡先：寺崎 ２８７-２４７３

そてつ読書会 ◎当分休止です。

お菓子をつくる会
２月１6日(金) ９： ３０～１２：００

会費：５００円

連絡先：吉田 ０９０-８２１３-８２１６

ハイキング 月会費：１００円

２月１１日(日) 高野山 ※アイゼン必携

集 合：南海高野線 北野田駅下りホーム ８時３０分

２月２５日(日） 分鵯越・菊水山 １０Km

※アイゼン必携

集 合：阪急梅田駅 ３階改札口 ８時３０分

コース：神戸電鉄鵯駅→菊水山→鍋蓋山→大龍寺

山門前→市ケ原山→新神戸駅

連絡先：坂本 ０９０-２７０２-６３３６

歴史散歩 参加費：１００円

２月はありません

連絡先：岡井 ２５３-９０７９ ・ ０９０-９７１０-９０７９

北堺卓球クラブ 金岡体育館 （大体育室）

２月 ２日（金） 午後３時～５時

２月２９日（木） 午後３時～５時

※遅刻、欠席は１０分前迄に必ず連絡を！

連絡先：速水 ２５３-６６６２ ・ ０９０-９１６６-９９４４

消しゴム版画を楽しむ会

２月２５日（日） 午後１時30分～

会場：やわらぎ荘 新入会歓迎！

会費：２００円 連絡先：小林 ０９０-５６５９-４１３５

川柳の会 ※基本、第２土曜日

２月１０日（土） １０時～１２時

会費：２００円

場所：ともの家「なごみ」

百舌鳥赤畑町４-３０５ 中沢マ ンション１０１号

連絡先：堀西 ０９０-２１１１-９７９４

年金麻雀の会 ※基本、第２・第４木曜日

２月 ８日（木） 午後1時～５時

２月２２日（木） 午後１時～５時

会場 ：新金岡市民センター １F 和室

※初参加の方は事前に連絡ください。

連絡先：吉岡 ０９０-３７２４-２９７４

太 極 拳 ※雨天中止！

さくら今池公園 毎週 月曜 AM ９時～１０時

光竜寺公園 毎週 水曜 AM ８時～ ９時

連絡先：岩本 ０８０-３０３０-６６９８

北のもず 第92号 20243年1月18日 4

参加は、各サークルに開催日、

コロナ対策などの確認を！
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て
の
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。

世
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の
お
年
寄
り
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、
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ど
こ
が
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い
」
と
か
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ど

こ
が
悪
い
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と
い
う
話
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な

る
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と
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思
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ま
す

が
、
卓
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ま
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ま
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０
２
４
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男
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感

じ
ま
し
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い
料
理
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楽

し
い
会
話
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あ
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と
い
う
間

に
お
開
き
に
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２
０
２
４
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も
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楽
し
い
１
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に
な

り
ま
す
よ
う
に
。

本
田
直
子

12
月
３
日
、
二
上
山
へ
ハ

イ
キ
ン
グ
。

河
内
松
原
駅
Ａ
Ｍ
９
時
集

合
。
二
上
山
駅
か
ら
出
発
。

踏
切
を
渡
り
、
右
コ
ー
ス
へ
。

二
上
神
社
の
横
を
抜
け
、
雄

岳
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

途
中
、
宮
内
庁
管

理
の
二
上
山
墓
、

大
津
皇
子
の
墓
、
形

お
お
つ
の
み
こ

式
は
円
墳
と
あ
り
ま

す
。
調
べ
て
み
た
と

こ
ろ
、
天
智
天
皇
２

年
（
６
６
３
年
）
生
誕
24
歳

で
処
刑
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

短
い
人
生
で
す
ね
。
今
ま
で

よ
く
立
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た

が
、
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
ず

に
休
憩
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
雄
岳
山
頂
は
素

通
り
し
、
馬
の
背
へ
立
ち
寄

り
ト
イ
レ
休
憩
。
早
々
に
下

り
、
万
葉
広
場
に
て
昼
食
を

取
り
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
の
中

出
発
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祐
泉
寺
を
横
切
り
、
途
中

鳥
谷
口
古
墳
の
下
の
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を
行

き
ま
し
た
。
こ
の
墓
は
大
津

皇
子
の
墓
で
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な
い
か
と
の

説
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
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二
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へ
と
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か
い
ま
し
た
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途
中
、
道

の
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で
休
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て
ら
買
い
物

を
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

二
上
山
は
、
大
阪
か
ら
近

場
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は

ち
ょ
う
ど
い
い
と
個
人
的

に
は
思
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
も
楽
し
み

な
が
ら
元
気
に
歩
き
ま
し
ょ

う
。

西
岡
好
夫

大
阪
で
、

十
日
戎
」

と
お
か
え
び
す

は
、
「
十

日
に
御
縁

が
あ
る
恵
比
須
様
」
と
言
う

意
味
合
い
で
、
恵
比
寿
様
を

「
え
べ
っ
さ
ん
」
と
親
し
み

を
込
め
て
呼
ん
で
い
ま
す
。

右
手
に
釣
り
竿
を
持
ち
、

左
脇
に
鯛
を
抱
え
た
姿
で
覚

た
い

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

え
び
す
は
七
福
神
の
一
人

で
、
漁
師
や
商
人
の
守
護
神

で
す
。
七
福
神
の
中
で
唯
一

の
日
本
古
来
の
福
の
神
。
そ

の
他
は
イ
ン
ド
ま
た
は
中
国

由
来
で
す
。

い
ざ
な
み
・
い
ざ
な
ぎ
の

二
神
の
第
三
子
と
い
わ
れ
、

満
三
歳
に
な
っ
て
も
歩
か
な

か
っ
た
た
め
、
船
に
乗
せ
ら

れ
て
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
、

や
が
て
漂
着
し
た
浜
の

人
々
の
手
に
よ
っ
て
手

厚
く
祀
ら
れ
た
の
が
、

信
仰
の
は
じ
ま
り
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

坂
本
多
美
子
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運
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手
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指
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真
価
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テ
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か
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な
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え
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け
て
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賀
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政

短
歌

俳
句川

柳

つっつき技法の講習

昼食後の万葉広場にて
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金森丸人

船堂町と長尾街道の道を

挟んで南側の街が、蔵前町で

す。２年ほど前、長尾街道と常磐

浜寺線との交差点信号から約15ｍ

東にある蔵前町のお地蔵様を紹介

しましたが、蔵前町のお地蔵様は

実は２つあります。２年前のお地

蔵様は、交通安全祈願が誰でもわ

かるよう長尾街道沿いのマンショ

ン敷地（元はＭさん所有の土地か？）

に、ベンチが置かれたバス停に立派な祠、きれいな花、真新

しい涎掛けでお祀りされています。本当の呼び方は、「西の

お地蔵様」だそうです。このことは以前にも書きました。

今回見てきたのは、「東のお地蔵様」と呼ばれるお地蔵様

です。長尾街道より一筋中に入った、一軒家が建つような敷

地に建てられています。立派な祠の中に、５体が祀られてい

ます。お顔や衣紋の様子は風化により見分けにくいのですが、

全員に赤いエプロンが掛けられています。西

と東の両お地蔵様の花生けや掃除などは、前にここで紹介し

た船堂町のお地蔵様と同様、村人30人ぐらいの協力でお世話

されています。風化によってまる

で古い石の塊のように見えるお地

蔵様ですが、地元のＭさんにより

ますと、蔵前町の村人の地蔵信仰

は、深く長く続いているというこ

とです。長尾街道は、飛鳥時代に

整備されました。ぽつぽつと人が

住み始め、堺と奈良を往来する人々

で賑わい、交易も盛んに行われた

ようです。そして大和川は今から約300年前にこの近くに付

け替えられました。また、稲作のためには豊富な水が必要で、

この地域には大きな池も何か所か造られましたが、その池は

今は、大きなマンションと工場になっています。

河内 都
竹内 登志子

東のお地蔵様

令和６年干支の【辰】

河内 都

パッチワークのポシェット

大窪 道代

東のお地蔵様祠の中


